
発生予察注意報

営農タイムリー！

2025年9月10日発行
防除所ニュース

京都府病害虫防除所より、

発生予察注意報 第３号が発表されました。

１．作 物 名 豆類、野菜類、花き類

２．病害虫名 タバコガ類（オオタバコガ、タバコガ）

３．発生地域 府内全域

４．発 生 量 平年比多い

５．注意報発令の根拠

（１） ８月第２半旬現在、オオタバコガのフェロモントラップへの誘殺数は、京田辺市で

平年並、亀岡市で平年比多く、京丹後市で例年比多い。

（２） ８月第２半旬現在、タバコガのフェロモントラップへの誘殺数は、京田辺市及び亀

岡市で平年比多く、京丹後市で例年並。

（３） ８月中旬現在、府内各地の病害虫調査協力員から、ナス、トマト、トウガラシ類

で

タバコガ類による被害報告が寄せられている。

（４） ８月中旬現在、当所の黒大豆及びアズキの病害虫巡回調査において、タバコガ

類幼虫を確認している。

（５） 大阪管区気象台８月１４日発表の近畿地方１か月予報によると、向こう１か月の

気温は平年比高く、降水量は平年比少ないと予想され、タバコガ類が増殖しやす

い気象条件が続く見込みである。



６．防除上の留意事項

（１） タバコガ類のうち、オオタバコガは豆類、ナス科・アブラナ科等広範囲の野菜、花

き類を加害し、タバコガはナス科野菜を主に加害するとされている。

（２）ナス、トマト等の果実に食入すると薬剤が効きにくくなるので、早期発見に努め、

食入前の防除に留意する。

（３） 幼虫が食入している果実等は、ほ場外に持ち出し適正に処分する。

（４） 幼虫の齢が進むと果実や株元、結球部に食入し防除効果が低下するので、早

期発見に努め若齢期に防除する。

（５） 農薬の散布にあたっては散布適期を確認し、周辺作物に飛散しないよう十分注

意する。また農薬の選択にあたっては、使用基準を遵守して適正に使用する。な

お、最新の農薬情報は農林水産省ホームページの「農薬コ－ナ－」の「農薬登録

情報提供システム」を参照のこと。 （https://pesticide.maff.go.jp/）

写真２ ナス果実に食入するタバコガ類幼虫

写真１ タバコガ類老齢幼虫

体長は最大で40mm 程度、背中に刺毛が多数ある。

体色は緑色から褐色まで個体により変異が大きい。



ジェイエース水溶剤 ◎ ◎ 1000倍 収穫30日前まで 3回以内

オルトラン水和剤 ◎ ◎ 1000倍 収穫30日前まで 3回以内

アグロスリン水和剤 ◎ 2000倍 収穫前日まで 5回以内

◎ 収穫前日まで 5回以内

◎ 収穫7日前まで 2回以内

4A モスピラン粒剤 ◎ ◎

4A

28
アベイル粒剤
（ﾍﾞﾈﾋﾞｱ+ﾓｽﾋﾟﾗﾝ）

◎ ◎

◎ ◎ ◎ 5000倍

◎

◎ 収穫3日前まで 3回以内

◎ 収穫7日前まで 2回以内

ディアナＳＣ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

◎ ◎ ◎ 収穫3日前まで

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2000倍

◎ ◎ 2回以内

◎ ◎ 5回以内

◎ 2回以内

◎

◎ ◎ ◎ ◎ 収穫3日前まで

◎ ◎ 収穫7日前まで

◎ ◎ 収穫3日前まで

◎ ◎ ◎ ◎ 1500倍 収穫前日まで 2回以内

エコマスターＢＴ ◎ 1000倍
発生初期(但し､収
穫前日まで)

-

エスマルクＤＦ ◎ 1000倍
発生初期(但し､収
穫前日まで)

-

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2回以内

◎ ◎ 3回以内

◎ 4回以内

アタブロン乳剤 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2000倍 収穫前日まで 3回以内

◎ 収穫7日前まで 2回以内

◎ ◎ 4回以内

◎ 2回以内

◎ ◎

◎ ◎ 4000倍 収穫3日前まで

主　要　適　用　作　物

2000～4000倍

収穫前日までカスケード乳剤

3回以内

アニキ乳剤 3回以内
1000～2000倍

収穫前日まで

収穫前日まで 2回以内

セル成型育苗トレイ1箱またはペーパーポット1冊(約30
×60cm､使用土壌約1.5～4L)あたり40g  / 育苗期後
半～定植当日 / 株元散布 / 1回
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IRAC

コード 薬　剤　名
希釈倍数、

使用量
使用時期

本剤の
使用回数

13 コテツフロアブル 2000倍

6

15

アファームエクセラ
顆粒水和剤

（ｱﾌｧｰﾑ+ﾏｯﾁ）

11A

15

6

アファーム乳剤

1000～2000倍

5
スピノエース顆粒水和剤

2500～5000倍

タバコガ類（オオタバコガ、タバコガ） 主要登録薬剤（適用作物）
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0.5g/株育苗期後半～定植当日 / 株元散布/ 1回

3A
アディオン乳剤

2025.8
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3回以内

カ
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1000～1500倍 3回以内

収穫前日まで

2000倍

2000倍
収穫前日まで

収穫7日前まで



◎ ◎ ◎ 収穫前日まで

◎ ◎ 収穫7日前まで

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 3回以内

◎ 2回以内

◎ ◎ ◎ 3回以内

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2回以内

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 3回以内

◎

◎

◎ 3回以内

ベネビアＯＤ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

プリロッソ粒剤オメガ ◎

ベリマークＳＣ ◎ ◎

ヨーバルフロアブル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2500～5000倍 収穫前日まで 3回以内

◎ ◎ ◎ 2000倍 収穫前日まで

◎ ◎ ◎ 収穫7日前まで

◎ ◎ 収穫3日前まで

ブロフレアＳＣ ◎ ◎ ◎ 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

◎ ◎ ◎ ◎ 収穫7日前まで

◎ ◎ ◎ ◎

◎ 4回以内
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2回以内

ピーマン及びとうがらし類

収穫前日まで

2回以内

タバコガ類（オオタバコガ、タバコガ） 主要登録薬剤（適用作物） 2025.8

2000～4000倍

1g/株   育苗期後半～定植時 / 株元散布/1回

プレバソンフロアブル５

2000倍

収穫前日まで

1000～2000倍

2回以内

400倍  /  セル成型育苗トレイ1箱またはペーパーポッ
ト1冊(約30×60cm､使用土壌約1.5～4L)あたり0.5L /
育苗期後半～定植当日 / 灌注 / 1回

22A トルネードエースＤＦ 2回以内2000倍

22B アクセルフロアブル 1000～2000倍 収穫前日まで

フェニックス顆粒水和剤 収穫前日まで

28

2000～3000倍

レタス類

30
グレーシア乳剤

UN プレオフロアブル 1000倍


